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研究成果の概要（和文）：本研究は，フランスの作家スタンダールの死後，その従弟で遺言執行人のロマン・コロンが
出版したエッツェル版『パルムの僧院』，ミシェル・レヴィ版『アルマンス』と『カストロの尼』のテクストとそれぞ
れの初版の本文とを照合してヴァリアントの有無を精査し，『パルムの僧院』についてはエッツェル版に含まれる異文
が，1842年２月26日に作家が行った修正を採録したものであることを，書簡，備忘，同小説の作家の手沢本などの網羅
的調査をつうじて解明し，その成果を日本スタンダール研究会，フランスの国際スタンダール研究誌等で発表した。

研究成果の概要（英文）：This research scrutinized, by collating them with their first editions, the 
variants in the texts of Armance, The Abbess of Castro, The Charterhouse of Parma that Stendhal's cousin 
and executor, Romain Colomb, published after the death of the novelist. Through comprehensive examination 
of the writer's notes, a collection of his letters and his copies of The Charterhouse of Parma, we 
elucidate that the source of the variants in the Hetzel edition of this novel is considered as a 
correction carried out by Stendhal on February 26, 1842. The results of our research were presented at 
the Stendhal Studies Association of Japan and published in the French international journal of Stendhal 
studies.

研究分野：フランス文学
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１．研究開始当初の背景 
⑴ これまで『赤と黒』(ルヴァヴァスール書
店 1830 年刊，八折判２巻)の創作過程に関す
る研究を続けるなかで，スタンダールの遺言
執行人ロマン・コロンが出版したエッツェル
版『赤と黒』（1846 年）に着目するにいたっ
た。というのも，後者のテクストに含まれる
ヴァリアントの由来について，従来２つの仮
説──作家が生前に修正の指示書をコロン
に委ねていたというアンリ・マルチノの説
と，初版の印刷に使われた原稿をコロンが所
有していたというトーマス・フォン・ヴェー
ゲサックの説──が提出されていたからで
ある。いずれの立場をとるにせよ，生成論的
な観点に立てば，エッツェル版の異文はきわ
めて重要な意味をもつ。それゆえ真相の究明
のために検証を試みた結果，従来の仮説とは
異なる以下の知見をえた。	
 
 
⑵ まず『赤と黒』初版の刊本では，差し替
え刷による本文の訂正が３箇所にわたって
行われている。エッツェル版は差し替え訂正
前のテクストを底本に使用したために当該
の３箇所で重大な異文が生じたとされるが，
『赤と黒』第２版（ルヴァヴァスール書店 1831
年刊，十二折判６巻）においても差し替え刷
による訂正が，初版と同じ３箇所で行われて
いることを新たに指摘した。	
 
	
 つぎにエッツェル版のそのほかの異文は，
大半がコロンの独断による修正によって生
じたものであることを論証した。また第２版
には，初版にはないヴァリアントが見つかっ
たが，これは先行研究が見逃していたもので
ある。	
 
	
 最後に，第２版に固有の異文がすべてエッ
ツェル版とミシェル・レヴィ版に採録されて
いる事実にもとづき，底本に使用されたの
は，従来の仮説が主張するような初版の原稿
ではなく，第２版の清刷（差し替え前の校正
刷）であることを突き止めた。さらにこのこ
とは，章番号のつけ方や読者への献辞の扱い
方などの点においても，エッツェル版が第２
版の方法を踏襲している事実によって裏づ
けられる。したがって，コロンが用いたテク
ストは，ルヴァヴァスール第２版の刊行テク
ストに先行する，その〈前テクスト〉として
位置づけることができる。 
 
⑶ 以上の研究成果を踏まえるならば，コロ
ンが出版したスタンダールの他の小説作品
に対しても同様のアプローチによる調査を
拡げることで，それぞれについて異文の把握
と底本の解明が可能となり，刊行者として遺
言執行人が果たした役割を明らかにするこ
とが期待できると考えた次第である。 
 
２．研究の目的 
	
 19 世紀フランスの作家スタンダールは，長
編小説『赤と黒』や『パルムの僧院』によっ
て文学史上に多大な足跡を残している。それ

だけに，没後その作品がどのように出版され
たのかという問題（出版に用いられた底本や
出版者・印刷者の関与，異文の有無など）は，
本文の校訂の考察のみならず，出版史や受容
史の研究にとっても決して看過することは
できない。本研究では，作家の遺言執行人が
19 世紀半ばにエッツェル書店とミシェル・レ
ヴィ書店から相次いで刊行した作品集に調
査の対象を絞り，それらのテクストに含まれ
る異文を精査・分析し，死後出版の際に使用
された底本などを実証的に解明することを
目的とした。 
 
３．研究の方法 
⑴ 本研究では前述のエッツェル版『赤と黒』
に関する研究成果をもとに，遺言執行人ロマ
ン・コロンが手がけたエッツェル版ならびに
ミシェル・レヴィ版スタンダール全集に所収
された次の作品に調査の対象を絞った。 
 
①『パルムの僧院』（エッツェル版 1845 年刊）	
 
②『アルマンス』（ミシェル・レヴィ版 1854
年刊）	
 
③『カストロの尼』（ミシェル・レヴィ版 1855
年刊）	
 
 
	
 いずれもスタンダールが生前に自ら校正
の筆をとり，上梓した小説である。もちろん
すでに文学史的評価の定まった，重要度の高
い作品ばかりであり，研究の対象として適切
であると考えた。 
 
⑵ 研究の第１段階としては，各々の作品の
初版テクストとコロンによる校訂版の本文
との照合が作業の中心となった。そのために
渡仏して，それぞれの版を収蔵するフランス
国立図書館およびアルスナル図書館におい
て調査を実施した。ただしフランスでの滞在
期間は限られているので，必要に応じてテク
ストの複製を入手した。また，いくつかの文
献については，幸運にもフランスの古書店を
通じてオリジナルを購入することができた。
以上の作業と併行して，各図書館において関
連する研究文献を渉猟し，網羅的な資料体の
構築を図った。	
 
	
 
⑶ 初版と死後刊行版との照合により明らか
になった異文について，各作品に関する研究
文献を参照しながら，その発生の背景を突き
とめるべく考察を試みた。ヴァリアントが生
じている場合，その原因としてスタンダール
による出版後の修正をコロンが本文に反映
させた可能性や，後者あるいは印刷所の職工
が本文に独断で手を入れた可能性などが想
定される。そうした問題を究明するために，
コロンが参照できたと思われる関連文献・資
料等を確定し，さらに対象作品の作家の手沢
本をフランス国立図書館等で閲覧・調査し
て，加除の修正や覚書などを異文との関連か
ら分析・考察した。	
 



 

 

４．研究成果	
 
⑴ コロンが出版した『アルマンス』『カスト
ロの尼』『パルムの僧院』のテクストを検証
した結果，それぞれの異文について以下のこ
とが判明した。まず前２作には検討に値する
ヴァリアントは見つからず，各初版テクスト
との異同は句読点法や数字表記などに限ら
れた。この事実から，コロンは両作品をミシ
ェル・レヴィ版『スタンダール全集』に収録
するにあたり，各々の初版を底本にしたと考
えられる。また，エッツェル版『赤と黒』の
場合とは異なり，両小説の初版を原稿として
版元であるミシェル・レヴィ書店に渡す際に
コロンが自らの判断でテクストを修正して
いないことも確認できた。以上から『アルマ
ンス』と『カストロの尼』は，本文の校訂作
業を出版社・印刷所に委ねるかたちで刊行さ
れたという結論に達した。 
 
⑵ 他方，『パルムの僧院』には，数こそ少な
いものの異文が存在し，従来研究者に注目さ
れてきたが，その由来についてはっきりした
ことは分かっていなかった。先行研究が，
1840 年 5 月 20 日付コロン宛書簡中でスタン
ダールが示唆した訂正を問題の異文の源泉
と見なしてきたのに対し，本研究では 1996
年に発見された 1846 年 1 月 31 日付バルザッ
ク宛コロン書簡の記述──スタンダールが
他界する 25 日前の 1842 年 2 月 26 日に行っ
た修正のみをエッツェル版の本文に採録し
たというコロンの証言──に着目し，その内
容が真正であることを論証した。	
 
	
 まず，初版刊行後にスタンダールが修正用
に所持した３つの手沢本（シャペール本，ロ
ワイエ本，ランゲー＝アザール本）に書き込
まれた加除の修正案を考察し，また近年に見
つかった未刊書簡等の一次資料を手がかり
にして，第２版の出版に向けたスタンダール
によるテクスト修正の軌跡を確認した。	
 
	
 当初シャペール本（途中からランゲー＝ア
ザール本を併用）を用いて始められた修正
は，バルザックの論考「ベール氏論」を契機
に 1840 年 10 月中旬以降，ロワイエ本で進め
られたものの，翌年２月初旬にスタンダール
はバルザックの助言にもとづく大幅な修正
案を放棄した。本研究では，1842 年 1 月に作
家が再びシャペール本に戻りテクストの微
調整を始めるまでの経緯を詳細に検討した。	
 
	
 最後にエッツェル版の異文を，初版の本
文，手沢本の修正案と照合した結果，異文に
関係する修正案はすべてシャペール本に含
まれていること，日付の検証からそれらが
1842年1月中に作成されたことを解き明かし
た。そのうえで各々の内容を比較したとこ
ろ，エッツェル版の異文はシャペール本の修
正案をさらに推敲したものである蓋然性が
きわめて高いことが判明し，1846 年 1 月 31
日付のバルザック宛書簡におけるコロンの
証言はこの上なく信憑性が高いという結論
にいたった。	
 

⑶	
 以上の検証により，『パルムの僧院』『ア
ルマンス』『カストロの尼』，そして本研究プ
ロジェクトに先だって考察した『赤と黒』の
それぞれでは，異文の有無やその発生の背景
が異なることが明らかとなった。	
 
	
 本文の校訂という視点から無視できない
重要な異文を『パルムの僧院』と『赤と黒』
が含むのに対して，『アルマンス』と『カス
トロの尼』にはそうしたヴァリアントが存在
しない。その理由としては，作家の死後，前
２作品は 1845 年と 1846 年にエッツェル版全
集（両小説の刊行後，出版は頓挫）のために
コロンによって本文が校訂されたが，後者の
２作は 1853 年から 1855 年にかけて出版され
たミシェル・レヴィ版全集での刊行であり，
1854 年に古希になる高齢のコロンには，未刊
書簡集の編纂や収録作品への解題などに労
力をとられ，既刊作品のテクストを校訂する
ことがもはやむつかしかったと推察される
（じじつ『赤と黒』と『パルムの僧院』では，
エッツェル版とミシェル・レヴィ版の本文に
異同はなく，コロンは前者のテクストを後者
に流用したと考えられる）。おそらく，こう
した事情から『アルマンス』と『カストロの
尼』には異文が生じなかったと推定されるの
である。	
 
	
 一方，『赤と黒』と『パルムの僧院』はそ
れぞれ重要な異文を含むが，それらの由来は
まったく異なることが詳らかになった。前者
の場合は，差し替え刷による訂正が施される
前の第２版の清刷がエッツェル版の底本に
用いられたために，修正前の字句が本文に残
ってしまった。つまり異文は作者の意図に反
して活字になったのであり，校正の際にそれ
らの存在にコロンが気づかなかったのは，彼
が初版テクストとの校合をしなかったため
だと思われる。しかも，同小説の手沢本は当
時，イタリアのドナート・ブッチの手許にあ
ったため，コロンはそれを参照できず，作家
による刊行後の修正をエッツェル版の本文
に反映させることもできなかった。	
 
	
 しかしながら『パルムの僧院』の場合には，
コロンはスタンダールの筆が入った３種の
手沢本を検分し，第２版の出版にむけて初版
刊行後から続けられた改訂作業の全体像を
およそ把握し，変更箇所の取捨選択について
判断をくだすことができた。その結果，彼が
確定した訂正案と考え，エッツェル版のテク
ストに採り入れたのが，1842 年 2 月 26 日の
日付をもつ修正だったのである。『赤と黒』
の異文が偶発的に生じたのに対して，『パル
ムの僧院』ではスタンダール自身の加筆を反
映するかたちでヴァリアントが採録された
ことをこうして解明することができた。なお
1842 年 2 月 26 日付の改削が記された媒体に
ついては，前年の４月頃にバルザックに渡す
ためにコロンがスタンダールから預かった，
各頁に白紙が綴じられた『パルムの僧院』の
特装本ではないかという新説を立てた。	
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